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こちらから

２面　ソーシャルメディアを有効活用
「フェイスブック」や「ツイッター」
など、今話題のサービスを使った市の
新たな情報発信を紹介します。

3面　自治会活動に参加しましょう
住民の皆さんが自らの手で住み良い
地域をつくるための自治会。その役割
と活動の大切さをお伝えします。

4・5面　みんなで進めるリサイクル
地球に優しい循環型社会に向けた取
り組みと、一人一人ができる分別・リ
サイクルを紹介します。

6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

www.city.atsugi.kanagawa.jp

あつぎ健康相談ダイヤル24

さわやか1番 よいこころ

健康相談・医療機関情報（救急含む）

◎発信者番号は通知設定でおかけください
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地
場
産
野
菜
を
食
卓
に

大
地
が
育
て
た

　　厚
木
の
ゴ
ボ
ウ

　
「
こ
と
し
も
い
い
出
来
だ
よ
」。
土
に

ま
み
れ
た
ゴ
ボ
ウ
を
手
に
す
る
の
は
農

家
の
嶋し

ま

野の

洋よ
う

造ぞ
う

さ
ん
（
78
・
上
落
合
）。

地
中
深
く
育
っ
た
ゴ
ボ
ウ
は
小
型
の

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
で
土
を
か
き
出
し
た

後
、
収
穫
さ
れ
ま
す
。

　
嶋
野
さ
ん
の
ゴ
ボ
ウ
は
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ

「
夢
未
市
」
の
ほ
か
、
毎
週
日
曜
は
文

化
会
館
で
の「
市
民
朝
市
」に
、
４
月
〜

10
月
の
水
曜
に
は
荻
野
運
動
公
園
で
の

「
夕
焼
け
市
」
に
並
び
ま
す
。

　
地
元
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
や

畜
産
物
、
加
工
品
な
ど
が
集
ま
る
朝
市

と
夕
焼
け
市
。生
産
者
に
よ
る
販
売
は
、

消
費
者
と
の
触
れ
合
い
や
食
の
安
心
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
14
日
に
は
「
あ
つ
ぎ
元
気
市
民

朝
市
」
が
開
催
（
詳
細
は
８
面
参
照
）。

こ
の
機
会
に
、
地
元
の
採
れ
た
て
野
菜

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
農
業
振
興
課
☎
225
局
２
８
０
１
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マイタウンクラブ 検 索

　「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
や
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
、近
年
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い

る
情
報
共
有
手
段
の
一
つ
で
す
。
特
徴
は
、情
報
が
利
用
者
に
届
く
ス
ピ
ー
ド
と
伝
わ
る
範
囲
の
広
さ
。
市
で
は
、

そ
の
利
点
を
生
か
し
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
の
情
報
・
魅
力
を
素
早
く
発
信

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
有
効
活
用

元
気

高齢者訪問でお伺いした飛鳥井さんと

　
敬
老
の
日
、
市
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
敬
老
事
業
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
厚
木

市
は
県
内
で
も
２
番
目
に
平
均
年
齢
が

若
い
都
市
で
す
が
、
年
々
高
齢
化
は
進

ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
元
気
に
暮
ら
せ
る
健
康
・
長
寿
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
都
市
の
魅
力
の

一
つ
に
も
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
私
は
、
健
康
で
長
生
き
さ
れ
て
い
る

市
内
の
高
齢
者
の
お
宅
を
毎
年
訪
問
し

て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
36
人
の
皆
さ
ん

に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
０
３
歳
に
な
ら
れ
た
戸
室
の
飛あ

す
か
い

鳥
井

正
光
さ
ん
か
ら
は
、
苦
し
い
こ
と
や
大

変
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
の
出
来
事
を

貴
重
な
体
験
と
捉
え
て
学
び
、
常
に
前

を
向
い
て
自
分
の
道
を
進
ん
で
い
く
こ

と
な
ど
、
生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し

た
姿
か
ら
、
周
り
に
い
る
人
た
ち
は
た

く
さ
ん
の
元
気
と
勇
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
生
き
が
い
を
持
ち
、
充
実
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

トピック 情報発信

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ペ
ー
ジ
を
よ
く
閲
覧
し
て
い
る
と
い
う
市

民
リ
ポ
ー
タ
ー
の
横
山
利
晴
さ
ん
（
69
・
愛

甲
）
は
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
速
や
か
に

知
る
こ
と
が
で
き
て
助
か
っ
て
い
る
。
取
材

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
探
す
と
き
な
ど
、
と
て
も

便
利
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
手
軽
に
情
報
取
得

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
短
い
文
章
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
情
報
を
発
信
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。東
日
本
大
震
災
の
時
に
は
、電
話
や
メ
ー

ル
が
つ
な
が
り
に
く
い
中
、
現
地
の
状
況
や

必
要
な
支
援
な
ど
を
知
る
貴
重
な
情
報
源
に

も
な
り
ま
し
た
。　

　
市
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
の
情
報
提
供
は
、
２

年
ほ
ど
前
に
開
始
。
普
段
は
街
の
話
題
な
ど

を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、
災
害
時
に
は
緊
急

連
絡
や
避
難
に
関
す
る
情
報
な
ど
の
発
信
手

段
と
し
て
も
活
用
し
ま
す
。

効
果
的
な
情
報
発
信
に
向
け
て

　
市
で
は
他
に
も
、マ
イ
タ
ウ
ン
ク
ラ
ブ「
あ

つ
ぎ
地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」（
左
欄
参
照
）
や
広
報

番
組
「
あ
つ
ぎ
元
気
ウ
エ
ー
ブ
」、
定
例
記

者
会
見
の
録
画
配
信
な
ど
で
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、

市
外
の
方
に
も
厚
木
の
魅
力
を
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
な
広

報
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
広
報
課
☎
225
局
２
４
４
８

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
情
報
政
策
課
☎
225
局
２
４
５
９

　
市
で
は
現
在
、
広
報
紙
を
は
じ
め
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
を
使
い
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
は
、
旬
な
話

題
や
重
要
性
の
高
い
お
知
ら
せ
を
い
ち
早
く

届
け
る
の
に
有
効
な
手
段
で
す
。８
月
に
は
、

必
要
な
情
報
を
さ
ら
に
広
く
、
効
果
的
に
伝

え
る
た
め
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

も
開
設
。
新
た
な
広
報
媒
体
の
活
用
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
有
効
活
用

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
開
設
し
た
ペ
ー
ジ

に
写
真
や
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、

閲
覧
者
と
情
報
が
共
有
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
閲
覧
者
は
、
発
信
さ
れ
た
情
報
に
対
し

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。
気
に
な
っ
た
内
容
を
友
達
に
紹
介
で
き

る
た
め
、
知
人
間
で
情
報
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　
今
回
、市
が
開
設
し
た
ペ
ー
ジ
は
２
種
類
。

街
の
旬
な
話
題
な
ど
を
掲
載
す
る
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
ペ
ー
ジ
と
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
あ
ゆ
コ
ロ
ち
ゃ
ん
自
身
が
投

稿
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
閲
覧
件
数
は
、
開
設

か
ら
１
カ
月
ほ
ど
で
お
よ
そ
２
万
３
千
件

と
、
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
外
か
ら

の
閲
覧
も
多
く
、
厚
木
の
魅
力
を
広
く
発
信（上）ページを更新するあゆコロちゃん（下）携帯端末で簡単に閲覧が可能

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

用 語 解 説

【SNS】※ソーシャルネットワーキングサービスの略
フェイスブックやツイッター、ブログ
など、インターネット上で人と人が交
流する場を提供するサービスの総称。

【Twitter（ツイッター）】
自分の行動や感じたことなどを140文
字以内で投稿するメディア。友人の投
稿を表示させることもできる。

【Facebook（フェイスブック）】
インターネット上で人と人のつながり
をつくるメディア。友人などを見つけ
やすく、知人間で情報が広がりやすい。

マイタウンクラブを利用しよう
地域SNSで広がる交流の輪
　あつぎ地域SNSは、マイタウンクラブ登
録者が利用できるインターネットサービスで
す。ブログ（インターネット上の日記）で情
報発信したり、共通の趣味を持つ仲間を探し
たりして交流の輪を広げましょう。

　登録は、市役所や公民館、図書館などで受け
付けています。登録が済んだら、マイタウンク
ラブのページから入会手続きをしてください。

まずはマイタウンクラブに登録

個　人………16歳以上の方
団　体……… 情報を公開しているサークルや

ボランティアなど
民間事業者… お店・サービス情報の広告を掲

載している事業者
※会員登録していない方は閲覧のみ可能。

地域SNSを利用できる方

①専用ページでプロフィルを公開
②ブログで日々の情報を発信
③共通の趣味を持つ友だちを検索
④コミュニティに参加し情報交換
⑤地域情報など新着記事を閲覧

地域SNSでできること

▼詳しい内容はこちらから

問情報政策課☎225局2459

▼携帯サイト
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　自治会は、住みよい地域をつくることを目的に住民の手で自
主的に組織された団体です。日ごろの交流や課題の解決はもち
ろん、災害への備えや犯罪の発生を防ぐため
にも、地域の連帯が強く求められています。

　
市
内
に
は
、
15
地
区
に
２
２
０
の
自
治
会

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
規
模
は
30
世
帯
か
ら
２

千
世
帯
を
超
え
る
も
の
ま
で
と
幅
広
く
、
一

つ
の
集
合
住
宅
で
自
治
会
を
構
成
す
る
例
も

あ
る
な
ど
、
形
態
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
５
月

１
日
現
在
で
６
５
，
８
４
６
世
帯
が
自
治
会

に
加
入
し
、
安
心
・
安
全
で
よ
り
楽
し
い
生

活
を
送
る
た
め
多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

生
活
を
支
え
る
自
治
会
活
動

　
自
治
会
活
動
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
深
く

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
処
理
や
美
化
活
動

の
ほ
か
、
交
通
安
全
や
防
犯
・
防
災
対
策
、

地
域
福
祉
な
ど
の
取
り
組
み
は
、
個
人
や
家

庭
だ
け
で
は
困
難
で
す
。
こ
れ
ら
を
地
域
に

住
む
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く

の
が
自
治
会
活
動
で
す
。

　
自
治
会
で
は
、
ご
み
集
積
所
や
防
犯
灯
の

管
理
を
は
じ
め
、
広
報
紙
や
回
覧
の
配
布
、

登
下
校
す
る
児
童
の
見
守
り
、
清
掃
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
道
路
や
公
園
の
整
備
、

不
法
投
棄
の
防
止
と
い
っ
た
自
治
会
だ
け
で

は
解
決
が
難
し
い
課
題
は
、
行
政
に
積
極
的

に
働
き
掛
け
て
解
決
に
導
き
ま
す
。

　
普
段
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

知ろう、参加しよう、自治会活動

地域で担うまちづくり

る
こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
を
よ
り
良
く
し

て
い
こ
う
と
す
る
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

親
睦
と
連
携
を
第
一
に

　
自
治
会
活
動
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
住

民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
で

す
。
昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

で
、
住
民
の
連
携
・
連
帯
の
重
要
性
が
見
直

さ
れ
ま
し
た
。「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
お
互

い
を
信
頼
し
、
協
力
し
合
え
る
関
係
づ
く
り

が
大
切
」
と
話
す
の
は
鳶
尾
２
丁
目
自
治
会

の
尾
崎
常
雄
会
長
。「
そ
の
た
め
に
は
日
ご

ろ
の
活
動
の
中
で
、
親
睦
と
連
帯
を
深
め
る

こ
と
が
必
要
」
と
強
調
し
ま
す
。

　
自
治
会
で
は
、運
動
会
や
夏
祭
り
、盆
踊
り

を
実
施
す
る
な
ど
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の

場
を
設
け
て
い
ま
す
。
交
流
を
深
め
る
こ
と

で
地
域
住
民
の
情
報
も
得
や
す
く
な
る
た
め
、

民
生
委
員
な

ど
と
連
携
し

た
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
へ

の
訪
問
な

ど
、
福
祉
活

動
の
円
滑
な

実
施
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

活
動
に
参
加
し
よ
う

　
自
治
会
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
大
規
模
災
害
な
ど
の
時
に
も
住
民
同
士

の
助
け
合
い
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。誰
も
が「
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
に
は
、
同
じ
地
域
で
暮
ら
す

皆
さ
ん
が
、
互
い
に
理
解
し
協
力
し
合
い
連

携
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
土
地
で
将
来
に
わ
た
り
安
心

し
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
も
、
自

治
会
活
動
を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的

に
関
わ
り
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
協
働
推
進
課
☎
225
局
２
１
０
１

子どもたちの登下校を見守るのも自治会活動の一環

自
治
会

ト
ピ
ッ
ク

このコーナーでは、セーフコミュニティ認証後も続いて
いる市や地域の安心安全への取り組みを紹介します。

　国から委嘱された行政相談委員・人権擁護
委員が、国の行政機関の業務に対する苦情や
意見・要望、隣近所とのもめ事、人権に関す
る悩み事などの相談に応じます。
《対象》市内在住在勤在学の方。申当日直接
会場へ。 問市民協働推進課☎225局2100

地 域 相 談 会

　市では、地域の皆さんがより身近に安心安
全を実感できるよう、月に１回「パトちゃん
号（防犯パトロール車）」で各地区市民セン
ターを訪問しています。
　訪問先では、市民安全指導員・消費生活推
進委員が『移動番屋』を開設。防犯や消費者
トラブルなどの相談に応じています。
　防犯に関する啓発などを通して、地域の安
心と安全の確保に努めていきます。

問くらし安全課☎225局2148

お住まいの地域で相談できる移動番屋

CATV10/１～放送
あつぎ 元気Wave

　９月に自治会に
入りました。自治

会の皆さんは、雨の日も風の日も、
通学路に立って「見守り」や「声掛
け」をしてくれています。自分の目
が届かないときにも安心です。子ど
もも自治会の方を「おはようのおじ
さん」と慕っています。

《日時》 11月5・12・26日（全３回）、
19時～21時

《会場》勤労福祉センター
《対象》 ボランティア活動・市民活動

に取り組む方30人
《費用》無料
　申電話またはハガキ、ファクス、Ｅ
メールに〒住所、氏名、年齢、電話番号
を書き、10月18日（必着）までに市民
協働推進課薨
2 2 5 局 4 6 1 2 、
2800-00＠city.
a t s u g i .
kanagawa.jp
へ。抽選。
ウェブ申 120387

問市民協働推進課☎225局2141

開催日 時　間 会　場

10月15日
９時30分～12時 依知北公民館
13時30分～16時 依知南公民館

10月16日
９時30分～12時 相川公民館
13時30分～16時 愛甲公民館

10月17日
９時30分～12時 小鮎公民館
13時30分～16時 緑ケ丘公民館

10月18日
９時30分～12時 荻野公民館
13時30分～16時 睦合北公民館

10月19日
９時30分～12時 森の里公民館
13時30分～16時 玉川公民館

10月22日
９時30分～12時 睦合南公民館
13時30分～16時 睦合西公民館

10月23日
９時30分～12時 厚木北公民館
13時30分～16時 南毛利公民館

10月24日 ９時30分～12時 勤労福祉センター

「安心安全都市」の新たな挑戦③
～移動番屋の開設～

川島理香さん
（鳶尾在住）

市民活動で充実した生活を

　産業能率大学名誉教授の森谷冝
よ し

暉
て る

さんを講師に、市民活動のリーダー
としての心構えなどを学びます。

市民活動スキルアップ講座

市民協働提案事業

加入者の声

地域の運動会で交流を深める
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　資源化センターは、資源として市内から分別回収さ
れたびん、缶、ペットボトルなどから不純物を取り除
き、さらに細かく仕分けをすることで、より純度の高
い資源物を生成していく施設です。仕分けされた資源
は圧縮こん包され、再商品化する事業者へと引き渡さ
れます。ここでは缶類の分別の様子を紹介します。

圧
縮
さ
れ
た
缶
は
パ
レ
ッ
ト
に
乗

せ
ら
れ
る
。
こ
の
状
態
で
再
商
品

化
す
る
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
へ
と
引

き
渡
さ
れ
る

圧
縮
さ
れ
た
状
態
で
機
械
か
ら
出

て
く
る
。
１
ブ
ロ
ッ
ク
の
重
さ
は

ア
ル
ミ
缶
で
約
20
キ
ロ
、
ス
チ
ー

ル
缶
で
約
44
キ
ロ

仕
分
け
さ
れ
た
缶
が
型
枠
に
流
さ

れ
る
。
３
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

ア
ル
ミ
缶
で
、
１
回
に
約
１
０
８

０
個
分
が
圧
縮
さ
れ
る

異
物
混
入
の
最
終
チ
ェ
ッ
ク
と
、

ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
の
仕
分

け
。
ス
チ
ー
ル
缶
は
強
力
磁
石
で

吸
い
上
げ
ら
れ
る

4
人
体
制
で
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー

で
流
れ
て
く
る
缶
類
を
入
念
に

チ
ェ
ッ
ク
。
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

い
異
物
は
全
て
取
り
除
く

集
積
所
か
ら
搬
入
さ
れ
た
資
源
が

集
め
ら
れ
る
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
取

り
除
き
、
混
入
し
た
大
き
な
金
物

類
も
除
去
す
る

　
私
た
ち
が
日
常
生
活
を
送
る
中
で
必
ず
出

て
く
る
廃
棄
物
。
そ
の
多
く
は
資
源
と
し
て

再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
ご
み

を
減
ら
し
資
源
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
市
全
体
で
分
別
の
意
識
を

高
め
、
環
境
に
優
し
い
ま
ち
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

環
境
に
優
し
い
３
Ｒ

　
市
で
は
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
、

リ
デ
ュ
ー
ス（
R
e
d
u
c
e
）、
リ
ユ
ー
ス

（
R
e
u
s
e
）、リ
サ
イ
ク
ル
（
R
e
c
y

c
l
e
）
の
３
Ｒ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
リ
デ
ュ
ー
ス
と
は
、
英
語
で
「
減
ら
す
」

と
い
う
意
味
で
、
そ
も
そ
も
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で

す
。
必
要
以
上
の
消
費
や
生
産
は
控
え
、
資

源
の
無
駄
や
非
効
率
的
な
使
い
方
は
し
な
い

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
リ
ユ
ー
ス
は
、
一
度
使
用
さ
れ
た
製
品
を

再
使
用
す
る
こ
と
で
す
。
使
い
捨
て
の
物
で

は
な
く
、
で
き
る
限
り
繰
り
返
し
使
用
で
き

る
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か
ら
家
電

や
家
具
を
大
事
に
使
い
、
壊
れ
た
ら
修
理
し

て
長
く
使
う
こ
と
も
大
切
で
す
。
必
要
な
く

な
っ
た
物
は
捨
て
ず
に
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
持
ち
込

む
の
も
一
つ
の
手
段
で
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
廃
棄
物
と
し
て
出
て
し

ま
っ
た
物
を
原
料
に
戻
し
、
新
し
い
製
品
と

し
て
再
生
利
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み

　
私
た
ち
が
分
別
し
た
資
源
は
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
、
再
び
製
品
と
し
て
手
元
に
戻
っ
て
き

ま
す
。
ア
ル
ミ
缶
は
新
し
い
ア
ル
ミ
缶
や
自

動
車
部
品
な
ど
に
、
古
紙
は
段
ボ
ー
ル
や
新

聞
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
容
器
包
装
や
樹
脂

製
品
の
原
料
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま

す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
元
の
姿
に
再
生
さ
れ

る
ほ
か
、
衣
類
や
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
に
も
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
理
想
的
な
循
環
を
形
成
す
る
に
は
、
皆
さ

ん
の
分
別
へ
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

市
内
の
資
源
物
を
仕
分
け
る
資
源
化
セ
ン

タ
ー
の
田
辺
孝
雄
セ
ン
タ
ー
長
は
「
リ
サ
イ

ク
ル
の
意
識
は
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
間
違
っ
た
分
別
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
不
純
物
を
取
り
除
く
の
が
一
番
苦

労
し
て
い
る
点
で
す
」と
話
し
ま
す
。「
特
に

間
違
え
や
す
い
の
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
。
プ
ラ
ッ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
と
し
て
分
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
ア
ル
ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル

缶
に
、
金
物
類
の
燃
え
な
い
ご
み
が
混
ざ
っ

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」。

　
機
械
化
が
進
ん
で
い
る
中
で
こ
う
し
た
分

別
は
手
作
業
で
し
か
で
き
ず
、
多
く
の
手
間

と
人
件
費
を
要
し
ま
す
。
市
で
配
布
し
て
い

る「
資
源
と
ご
み
の
出
し
方
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

を
確
認
し
、
正
し
く
分
別
す
る
こ
と
が
効
率

的
な
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

貴
重
な
資
源
を
有
効
に

　
リ
サ
イ
ク
ル
が
必
要
な
理
由
の
一
つ
に
、

資
源
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
限
り
あ
る
資
源
を
使
い
続
け
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
は
、
ど
の
よ
う
に
資

源
を
確
保
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
廃
棄
物
の
処
理
施
設
や
処

分
場
の
不
足
で
す
。
特
に
最
終
処
分
場
で
あ

る
埋
め
立
て
地
の
不
足
が
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
資
源
を
無
駄
に
せ
ず
ご
み
の
排
出
を
減
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
は
欠
か
せ

な
い
取
り
組
み
で
す
。

効
果
を
上
げ
る
新
シ
ス
テ
ム

　
市
で
は
平
成
21
年
10
月
に
、ご
み
減
量
化・

資
源
化
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
ご

み
集
積
所
で
資
源
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
の

と
同
時
に
、
燃
え
る
ご
み
の
収
集
回
数
を
減

ら
し
、資
源
回
収
の
品
目
を
増
や
し
ま
し
た
。

取
り
組
み
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
浸
透
し
、

着
実
に
資
源
化
率
が
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
量
は
、
過
去
5
年
間
で
１
万
７
２

４
４
ト
ン
減
量
、
割
合
で
23
％
削
減
。
資
源

化
率
は
15
％
か
ら
25
％
へ
10
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
ま
す
（
右
グ
ラ
フ
参
照
）。

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と

　
市
で
は
、
ご
み
の
分
別
状
況
を
把
握
す
る

た
め
、
燃
え
る
ご
み
の
内
容
物
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
23
年
12
月
〜
24
年
1
月
の
調

査
結
果
で
は
、
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
た
の

が
87
・
6
％
で
、
12
・
１
％
は
紙
類
、
布
類
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど
の
資
源
物

で
し
た
。

　

燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
資
源
物

は
、
焼
却
処
分
さ
れ
て
し
ま
い
リ
サ
イ
ク
ル

が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
み
の
容
積
の
60
％
は
容

器
と
包
装
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
プ
ラ

マ
ー
ク
が
付
い
た
物
が
多
い
の
で
、
識
別
表

示
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
正
し
い
分
別
が
ご

み
の
減
量
と
、
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効
活
用

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

調
査
し
た
燃
え
る
ご
み
の
中
に
は
、
ト

レ
ー
に
載
っ
た
ま
ま
の
肉
や
未
開
封
の
菓

子
、
手
付
か
ず
の
野
菜
な
ど
も
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら｢

買
い
過
ぎ
な

い｣

、｢

作
り
過
ぎ
な
い｣

、｢

食
べ
残
さ
な
い｣

と
い
っ
た
食
生
活
の
基
本
を
見
直
し
、
極
力

生
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
市
内
で
ご
み
分
別
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る
ご

み
対
策
協
議
会
の
小
瀬
村
泰
久
広
報
啓
発
推

進
部
会
長
は
「
分
別
は
一
人
一
人
の
心
掛
け

が
大
切
。
声
を
掛
け
合
っ
て
み
ん
な
で
意
識

を
高
め
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
で
3
R
を
心
掛
け
、
地
球
に
優

し
い
循
環
型
の
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
総
務
課
225
局
2
7
8
0

　家庭でのごみと資源の分別についてもう一度確認し、ごみ減
量化・資源化へのさらなるご協力をお願いします。
●生ごみの水切りをしよう
　燃えるごみに多く含まれる生ごみ。その
うち80％は水分です。しっかりと水切りを
しましょう。ギュッと絞るだけで大きな効
果が生まれます。

●紙ごみゼロを目指そう
　紙類は貴重な資源です。身近にあるお菓
子、ティッシュ、たばこの空き箱や包装紙、
ハガキ・手紙類、トイレットペーパー・ラッ
プの芯も資源として出しましょう。

●せん定枝は堆肥として資源化しよう
　自宅から出るせん定枝、落ち葉、雑草な
どは無料で戸別回収をしています。問㈿厚
木市資源再生センターグリーンベース担当
☎290局4400。

●食用油もリサイクルしよう
　市では平成23年1月から使い終わった廃
食用油を資源物として回収しています。ラ
ベルをはがしたペットボトルに入れ、
キャップを閉めて出してください。

資源化センターの役割
地
球
に
優
し
い
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て

ごみの減量と資源の分別

セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
資
源
は
、
異
物
を
取

り
除
い
た
後
、
圧
縮
こ
ん
包
さ
れ
リ
サ
イ
ク
ル

工
場
へ
引
き
渡
さ
れ
る

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
は
、
回
収
し
た
資
源
を
原

料
と
し
て
、
新
し
い
製
品
に
再
生
す
る
（
写
真

は
工
場
で
製
缶
し
て
い
る
様
子
）

私
た
ち
が
分
別
し
集
積
所
に
出
し
た
資
源
物

は
、
資
源
収
集
車
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
、
資
源

化
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
る

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
缶
は
飲
料
工
場
に
運
ば

れ
、
製
品
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
再
び
私
た

ち
の
元
へ
と
返
っ
て
く
る

市内のごみと資源化量の推移
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リ
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ク
ル

　
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
化
に
不
可
欠
な
分
別
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
着
実
に
根
付
い

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
地
球
に
優
し
い
循

環
型
社
会
を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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国民年金保険料の後納制度
　10月1日から3年間に限り国民年
金保険料の納付可能期間が過去10
年に延長されました。過去10年以
内に納め忘れた保険料を納付すれ
ば、将来の年金の増額や年金受給
権の確保につながります。後納制
度の利用には申請が必要です。老
齢基礎年金を受給している方など
は対象になりません。問日本年金
機構厚木年金事務所☎223局7171。

競争入札参加資格定期申請
　平成25年4月1日～27年3月31日
に市が発注する建設工事や業務委
託、物件供給などの入札に参加を
希望する方は定期申請が必要で
す。申「かながわ電子入札共同シ
ステム」のホームページにある 
「資格申請システム」で11月30日
までに手続きし、提出書類を12月
3日（消印有効）までに簡易書留
で郵送してください。システム操
作に関する問い合わせはコールセ
ンター☎0120・921局182へ。問契
約検査課☎225局2171。

上下水道料金のクレジットカード払い
　10月以降に検針した料金からク
レジットカード払いが始まりまし
た。詳細は県企業庁のホームペー
ジをご覧ください。問水道お客さ
まコールセンター☎0570･005959・
厚木水道営業所☎224局1111。

児童扶養手当の支給要件が一部改正
　8月から児童扶養手当の支給要
件に配偶者からの暴力（DV）で「裁
判所からの保護命令」が出された場
合が加わりました。手当の受給には
申請が必要です。こども家庭課へ
相談の上、手続きしてください。問
こども家庭課☎225局2241。

10月11日～17日は違反建築防止週間
　期間中は、建築基準法のPRや

違反建築防止パトロールなどをし
ます。問建築指導課☎225局2432。

企業等の立地促進等に関する
条例の改正に伴う意見交換会
　10月10日、19時～20時30分。市役
所第2庁舎。条例改正についての
説明と意見交換会。申当日直接会
場へ。問産業振興課☎225局2832。

市斎場の施設見学会
　10月20日、①9時30分～②11時
～③13時30分～。厚木市斎場（下
古沢548）。斎場の施設見学と葬儀
の説明。定員各50人。無料。申電
話で10月1日～14日に市斎場☎281
局8595へ。申し込み順。

情報プラザの臨時休館
　10月21日は休館します。問情報
プラザ☎220局2711。

不登校児童生徒･高校中退
者のための不登校相談会
　10月21日、13時～16時30分。ヤ
ングコミュニティセンター。フ
リースクールの活動紹介や個別相
談など。不登校児童･生徒や高校
中退者、保護者など。無料。申当
日直接会場へ。問県子ども教育支
援課☎045・210局8292。 220012

暮らしと事業に関する無料よろず相談会
　10月20日、10時～16時。ヤング
コミュニティセンター。司法書士･ 
税理士･行政書士･建築士･土地家
屋調査士による相談。市内在住在
勤の方。申当日直接会場へ。問県
司法書士会厚木支部☎223局3206。

事務事業評価および施策評価の結果
　今後の市政運営に活用するた
め、平成23年度実施事業などを対
象に事務事業評価と施策評価を実
施しました。結果は市ホームペー
ジや市政情報コーナーで閲覧でき
ます。問企画政策課☎225局2455。

氏名、年齢、電話番号を書き、10
月12日までに勤労者福祉サービス
センター☎225局2547・薨227局
5405へ。抽選。ウェブ申 120431

乳幼児のための救急法講習会
　11月2日、10時～11時30分。総合
福祉センター。乳幼児期に起こり
やすい事故の予防と手当てなどの
知識・技術を学ぶ。市内在住の就
学前の子どもがいる保護者10人。
託児あり（1歳以上10人。10月17
日までに要予約）。申10月26日ま
でに子育て支援センター☎225局
2922へ。申し込み順。 120446

「あつぎ協働大学」特別講座
　11月3日、10時～12時。ヤング
コミュニティセンター。「エネル
ギーの地産地消へ向けて」をテー
マに学ぶ。市内在住在勤在学の方
50人（小学生以下は保護者同伴）。
申電話またはハガキ、ファクスに
「受講希望」、〒住所、氏名、電話
番号を書き、10月15日（必着）ま
でに〒243-8511生涯学習課☎225
局2512・薨225局4612へ。ウェブ申
120444

平成25年度コミュニティ保育・園児募集
◆ひよこコミュニティ保育（鳶尾
5-15-24）月～金曜、9時～11時30
分または14時。2歳半～年長児。
専任の保育者4人と保護者が協力
で運営。問園舎☎242局0000。
◆たんぽぽコミュニティ保育（妻
田西2-22-56）火・木曜、10時～
12時。未就園児。母親たちによる
誕生会・七夕・クリスマス会など。
問中村☎090・5796・2917｡
◆コミュニティ保育エンジェル
（依知北・依知南公民館など）火・
木曜、10時～12時。未就園児。主
に専任の保育リーダーの下で活
動。途中入会不可。問細山☎246
局0763。
◆自主保育グループのびのび園
（下古沢11）月・火・木・金曜、9
時30分～14時30分。3歳～年長児。
戸外保育（山歩きなど）が充実。
問園舎☎247局5849。

市立病院作業療法士を募集
　《試験日》1次試験＝10月27日《対
象》昭和53年4月2日以降生まれで
①作業療法士免許を取得②平成25
年実施の作業療法士国家試験で免

許を取得見込み―のいずれかに該
当する方1人《採用》平成25年4月
1日（予定）申市立病院や市役所
本庁舎、本厚木・愛甲石田駅連絡
所にある申込書（市立病院ホーム
ページからダウンロード可） 
を直接または郵送で10月19日（消
印有効）までに〒243-8588水引
1-16-36経営管理課☎221局1570へ。

市公共施設最適化検討委員
会の委員募集
　《応募資格》①市内在住在勤在
学で応募日現在18歳以上②他の付
属機関などの委員でない③市の議
員・職員でない④平日昼間の会議
（8回程度）に出席できる－の全て
を満たす方2人《任期》平成26年
10月末まで《報酬》1日7,800円（交
通費込み）。申企画政策課にある
申込書（市ホームページからダウ
ンロード可）に必要事項と応募の
動機（400字程度）を書き、直接ま
たは郵送、Ｅメールで10月30日 
（必着）までに〒243-8511企画政
策課☎225局2450・ｅ-mail＝1100＠
ｃｉｔｙ.ａｔｓｕｇｉ.ｋａｎａｇａｗａ.jpへ。

学校給食物資納入業者を募集
　平成25･26年度に学校給食施設
へ食料（青果物、魚、肉、乳製品、
大豆製品、油脂、調味料、乾物な
ど）を納品する業者を募集します。
《資格》市内に営業所があり、北
部･南部学校給食センターと依知
南・北・荻野・三田・清水・小鮎・
南毛利・厚木第二・厚木・緑ケ丘・
妻田・鳶尾・毛利台・上荻野・飯
山・依知・上依知小学校に納入で
きる業者。申保健給食課にある申
請書（市ホームページからダウン
ロード可）を10月30日までに直接
保健給食課☎225局2668へ。

納付コールセンターの開設
　国民健康保険料や介護保険料の
納付をお忘れの方に、市が委託し
た民間会社が電話で納付の呼び掛
けや口座振替を案内する「厚木市
納付コールセンター」を開設しま
した。センターではATMの操作
や指定口座への振り込みを指示し
たり自宅に伺って保険料を徴収し
たりすることはありません。不審
な点がありましたらお問い合わせ
ください。問国保年金課☎225局
2123・介護保険課☎225局2393。

広報番組10月 の ガ イ ド
10月1日～10日 ◆みんなで進めるリサイクル

10月11日～20日 ◆図書館に行こう
循環型社会を目指して一人一人ができる取り組みを紹介

図書館で催される、本に親しむさまざまなイベントを紹介
CATV放送時間（15分）
  ①12時～
  ②19時30分～
  ③22時45分～

番組はホーム
ページ動画配信

CATV放送
開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

　10月28日、10時～14時（雨天中止）。厚木中央公園。
家庭で不用になった物の販売。市内在住（高校生以
下は不可）の方130店舗。500円。申往復ハガキに、〒住
所、参加者全員の氏名、電話番号（日中に連絡がと
れる番号）、販売品目、自動車の使用有・無（使用す
る場合は車種とナンバー）、
返信先を書き、10月19日（消
印有効）までに〒243-8511
環境総務課内市民ふれあい
マーケット実行委員会へ。
記入漏れ、複数応募は無効。
120091
問環境総務課☎225局2780

《日時》10月8日、9時～21時
《対象施設》
◆東町スポーツセンター＝バ
ドミントン、ソフトバレー
ボール、バウンドテニス、卓球、柔道、合気道、剣道、
少林寺拳法、空手道、弓道、トレーニング（初回者
講習を受講済みの高校生以上）など。
◆猿ヶ島スポーツセンター＝バドミントン、ソフト
バレーボール、バスケットボール、卓球など。
◆南毛利スポーツセンター＝バドミントン、ソフト
バレーボール、バスケットボール、卓球など。
申当日直接各施設へ。 問体育協会☎247局7212

市民ふれあいマーケット出店者募集 「体育の日」
体育施設を無料開放
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JAあつぎ本所

中町
花の公園

バスセンター

方やマーケティング、法律などを
学ぶ。起業を考えている女性35人
（受講経験がなく全日程受講でき
る方）。無料。託児あり（要予約･1歳
～小学3年生）。申直接または電話、
ハガキ、ファクスに〒住所、氏名、
電話番号、志望業種、託児の有無
を書き、10月25日（必着）までに人
権男女参画課☎225局2500・薨223
局8432へ。抽選。ウェブ申 120382

ヒューマン･カレッジ
　①10月31日②11月20日③12月8
日（全3回）。①②10時～12時、パー
トナーセンター③13時30分～16
時、文化会館。「身近な人権あれ
これ」をテーマに①「メディア･リ
テラシーってなんだろう？」②元
NHKアナウンサー・中村克洋さん
による「人にやさしいコミュニケー
ション」③「あつぎヒューマンラ
イツフェスタ（中学生人権作文･ポ
スター表彰式、作文朗読、講演会）」
を実施。市内在住在勤の方50人。
託児あり（1歳～就学前。要予約）。
無料。申電話またはハガキ、ファ
クス、Eメールに〒住所、氏名、
電話番号を書き、10月22日（必着）
までに〒243-8511社会教育課☎
225局2513･薨223局0089・e-mail＝
8600@city.atsugi.kanagawa.jp
へ。抽選。ウェブ申 120381

物忘れ予防･脳いきいき教室
お出かけプログラム
　11月8日～12月27日の木曜（11
月20･27日は火曜、全8回）。14時
～16時。総合福祉センター。ウオー
キングを取り入れた認知症予防。
市内在住で65歳以上の方20人（要
支援・要介護認定者を除く）。無料。
申直接または電話、ハガキ、ファ
クスに教室名、〒住所、氏名、生
年月日、電話番号を書き、10月19
日（必着）までに〒243-8511高齢
福祉課☎225局2388・薨221局1640
へ。抽選。ウェブ申 120423

市民法律講座
　11月2･9･16･22日（全4回）、18時 
30分～20時。勤労福祉センター。
弁護士による消費者被害対処法、
弁護士との付き合い方、離婚、遺
産相続の基礎知識に関する講演。
市内在住在勤の方100人。3回以上
受講した方に修了証書を進呈。申
直接、電話またはハガキに〒住所、

氏名、電話番号、ウェブ申番号を
書き、10月22日（必着）までに
〒243-8511市民協働推進課☎225
局2100へ。抽選。ウェブ申 120421

第2回合同就職面接会
　10月26日、13時～17時（12時30
分開場。受け付けは16時30分まで）。 
商工会議所。市内および近隣企業
（20社予定）の就職面接会（面接対
策ミニセミナーと個別相談あり）。
40歳未満の方（在学中の方は対象
外）。申当日直接会場へ。問産業
振興課☎225局2585。

「聴覚障害の基礎知識」講演会
　10月29日、13時30分～15時30分。
総合福祉センター。聞こえの仕組
みやコミュニケーションの取り方
などの講演。市内在住在勤の18歳
以上（高校生を除く）の方20人。
無料。申ハガキに〒住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、電話･ファクス番
号を書き、10月15日（必着）まで
に〒243-8511障がい福祉課☎225
局2221へ。抽選。ウェブ申 120335

体育協会のスポーツ教室
◆初心者フットサル教室
　11月7･14･21･28日（全4回）、19
時30分～21時。南毛利スポーツセ
ンター。湘南ベルマーレのインス
トラクターによる実技講習。市内
在住在勤在学の男性30歳以上、女
性18歳以上の方40人。2,000円。ウェ
ブ申 120417
◆あつぎの山を歩こう！
　11月11日、9時15分～14時。小鮎
公民館（飯山3526-5）集合。愛名
緑地、高松山ハイキングコースを
通り若宮公園まで歩く。市内在住
在勤在学で小学生以上の方40人
（小学生は保護者同伴）。700円（昼
食持参）。ウェブ申 120100
　いずれも申し込みはハガキ、
ファクスに教室名、〒住所、氏名
（ふりがな）、年齢、電話番号を書
き、10月15日（必着）までに〒 
243-0039温水西1-27-1体育協会☎
247局7212･薨248局7151へ。抽選。

美字ん部書道ワークショップ
　11月9日、19時～20時30分。勤
労福祉センター。美しい文字の書
き方（毛筆）。市内在住在勤在学
で20歳以上の方10人。3,400円。
申電話またはファクスに〒住所、

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「ウェブ申」と記されたものは、
ウェブ上から申し込みができます。
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インターナショナルティーサロン
　10月14日、14時～16時。パート
ナーセンター。外国籍市民との交
流（日本語での会話も可）。今回は
外国籍市民の日本語スピーチ発表
会を実施。茶菓子1品または100円持
ち寄り。申当日直接会場へ。問人権
男女参画課☎225局2215。 220011

青少年発明コンクール
　10月6･7日、10時～17時（7日は
15時まで）。ヤングコミュニティ
センター。市内小中学生が作った
創意工夫作品の展示。無料。申当
日直接会場へ。問産業振興課☎
225局2830｡

下水道ふれあいまつり
　10月20日、10時～15時。柳島管
理センター（茅ヶ崎市）、酒匂管
理センター（小田原市）。処理場
見学や模擬店など。問県下水道公
社☎0463･55局7438。

運動器の10年・骨と関節の日イベント
　10月13日、14時～17時。厚木アー
バンホテル（中町3-14-14）。足腰
の病気を理解し、健康な暮らしを
考える講演と個人医療相談会。無
料。申当日直接会場へ。問厚木医

師会☎222局1259。

南毛利ゆめCUPテニストーナメント
　12月2日、9時～17時。南毛利ス
ポーツセンター（温水西1-27-1）。 
年齢別混合ダブルスで、ペアの合
計年齢が①100歳以下②120歳以下
③130歳以下④131歳以上。市内在
住の方150組。1組1,500円。申南毛
利スポーツセンターや若宮・厚木・ 
荻野コートにある申込書を郵送
で、10月20日（必着）までに〒243-
0036長谷114-3市ファミリーテニス
協会・山岸☎247局7912へ。抽選。

第3回親子ふれあい自然体験教室
　11月17日、9時～14時。七沢自
然ふれあいセンター（七沢2440）。 
大根掘りと野外炊事。市内在住の
親子50人。500円（保険料含む）。
申直接または電話、ファクスに教
室名、〒住所、氏名、大人･子ど
もの人数、電話番号を書き、10月
20日までに七沢自然ふれあいセン
ター☎248局3500・薨248局4708へ。
抽選。ウェブ申 120424

女性起業家入門講座
　11月13･15･20･22･27･29日、12
月6日（全7回）。10時～15時。パート
ナーセンター。起業に必要な考え

6日＝唄う！青春劇場カラオケ
大会（あゆチャンネルで生放
送）。17時～18時。1,000円。
13日＝青春のパフォーマンス。
17時～18時。300円。
27日＝あつぎ青春劇場落語会。
三遊亭司による落語会。11時～
12時30分。500円。
　いずれも会場は、イオン厚木
店8階特設会場。
　問にぎわい処☎225局2840

スケジュール◆飯山（飯山温泉郷周辺）
　10月11日、9時15分～
14時30分。飯山温泉ふる
さとの宿（飯山5547）集合。 
運動と旅館での食事・入
浴。
◆七沢（東丹沢七沢温泉郷周辺）
　 10月17日、9時30分～15時。東丹沢七沢観光案
内所（七沢751-1）集合。ノルディックウオーキ
ングと旅館での食事・入浴。
　いずれも定員は40人。3,000円（食事、入浴料含む）。
小雨実施。申し込み順。

◆七沢会場
　10月10日、9時
30分～15時。東丹
沢七沢観光案内所
集合。半谷林道を
歩く。
◆飯山会場
　10月16日、9時30分～14時30分。飯山温泉ふる
さとの宿集合。飯山白山森林公園を歩く。

　いずれも定員は20人。1,000円（入浴料含む）。弁
当、飲み物、レジャーシート、タオル（入浴用）を
お持ちください。雨天中止。申し込み順。

問申東丹沢七沢観光案内所☎248局1102

健康づくり大学 ～心地よい秋の自然を満喫しよう～ 10月 青春劇場ハイキングと温泉
森林セラピー基地案内人の
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（9月1日現在）

厚木市
の

人　口

　2013年に開催される「（仮称）第18回全国朝市サミット
2013inあつぎ」に先駆け、プレ大会を開催します。

＊出店
市民朝市、夕焼け市、県内朝市、
友好都市、東京農業大学、ＪＡ
あつぎ夢未市などによる農産物や加工食品などの販売

＊アトラクション
●10時30分～11時　和太鼓演奏「舞

ぶ
彩
さい
駒
く
」

●11時30分～12時15分　プレミアecoトーク
「地産地消でエコライフ！」（榊原郁恵さんと農
学博士・木村正典さんによるトークコーナー）
●12時30分～13時30分  宮川たかし歌謡ショー

厚木中央公園

10時～14時
10月14日㊐

荻野運動公園・多目的広場
10月20日㈯～28日㈰

第22回

自然と芸術のコラボレーション
東日本大震災被災地復興支援事業

場所

期間

問生涯学習課☎225局2510

※写真は昨年度の作品

問農業振興課☎225局2801榊原郁恵さん

※65歳以上、外国籍市民は住民基本台帳による

人 　 口

94,190世帯 －前月比38世帯増－

224,701人(男116,886人､女107,815人) 
－前月比46人増－

●65 歳 以 上＝43,656人(男20,435人･女23,221人) 
●外国籍市民＝ 5,216人(男 2,509人･女 2,707人)

世 帯 数

　ことしの野外彫刻造形展は、会場を荻野運動公園に移し、
ますます充実した内容で開催します。プロの彫刻家、造形
家から保育園児まで、バラエティ豊かな作品が勢ぞろい。
豊かな自然と創造性あふれる芸術作品とのコラボレーショ
ンを、ぜひお楽しみください。

10時～15時

バ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら

①
半
原
行
き
に
乗
車
。
稲
荷
木
下
車

　（
徒
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分
）

②
宮
の
里
行
き
に
乗
車
。
宮
の
里
東
下
車

　（
徒
歩
5
分
）
な
ど

ボランティア募集
《内容》テント設営や教室の運
営サポートなど《対象》高校生
以上の方■申電話で生涯学習課へ。

東日本大震災被災地復興支援事業

あつぎ元気市民朝市

日時

場所

内容
笑顔があふれる市民朝市

＊パレード
　ハロウィーンの仮装で厚木一番街
をあゆコロちゃんと一緒にパレード 

＊ハロウィーンラリー
　ハロウィーンの仮装で本厚木駅周辺の協力店に行
き、合言葉を言うとお菓子をプレゼント。各店舗で
もらえるスタンプを集めると特別クーポンも配布。

ハロウィーンの仮装をした方100人
（年齢・仮装の程度は問いません）

（雨天の場合パレードは中止）
15時～18時10月27日㊏日時

内容

対象
■申電話またはファクス、Eメールに〒 住所、氏名、生年月日、電話番号、
参加人数を書き、10月15日までに商業にぎわい課 薨221局7790 
e-mail=nigiwai-dokoro@city.atsugi.kanagawa.jpへ。

問商業にぎわい課☎225局2840

石彫アート教室
《日時》10月21日㈰・
27日㈯、10時～15時
《内容》彫刻作家の指導に
よる彫刻作品作り
《費用》1,000円
  ■申当日直接会場へ（定員
   60人、申し込み順）

クラフト教室
《日時》10月21日㈰、
       10時～15時
《内容》水鉄砲や竹とんぼ
などの竹細工作り
　《費用》無料
　　■申当日直接会場へ

アクセサリー教室
《日時》10月21日㈰、
       10時～15時
《内容》木の実などを使っ
たブローチなどのアクセサ
リー作り
《費用》無料（一部の材料は有料）
　　■申当日直接会場へ

写真撮影会
《日時》10月24日㈬、
       10時～17時
《内容》展示されている作品
を題材にした自由な撮影会
（後日、市民ギャラリーでの写真展を予定）
　　《費用》無料
　　　■申当日直接会場へ

参加無料

ア ク セ ス

合言葉でお菓子をもらおう

野外彫刻造形展

（仮称）第18回全国朝市サミット2013
inあつぎプレ大会

問商業にぎわい課☎225局2840

「あつぎスイーツマップ」が完成

　本厚木駅周辺がハロウィーン一色に染まる「あつぎハロウィー
ン2012」。思い思いの仮装で参加して、厚木の街を楽しみましょう。

参加無料

　本厚木駅周辺がハロウィーン一色に染まる「あつぎハロウィー

　10月7日･8日の「あつぎスイーツランド」の開催に合わせ、市内の大学
生からなる「アドベンチャー隊」がスイーツマップを作成しました。
【配布場所】スイーツランド会場・本厚木駅連絡所･にぎわい処･市内大学など


